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教
育
制
度
改
革
の
ゆ
く
え

に
わ
か
オ
レ
ゴ
ニ
ア
ン
の
雑
記
帳 

６　
　
　

佐　

藤　

克　

廣

　
六
七
・
二
パ
ー
セ
ン
ト

　

一
月
二
七
日
、
オ
レ
ゴ
ン
州
教
育
省
は
、
予
定
を
早
め

て
二
〇
一
〇
～
一
一
年
学
年
の
高
校
卒
業
状
況
を
発
表
し

た（
１
）
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
七
年
秋
に
入
学
し
た
オ

レ
ゴ
ン
州
公
立
高
校
生
徒
の
標
準
年
限
（
四
年
）
で
の
標

準
高
校
卒
業
資
格
（R

egular H
igh School D

iplom
a

）

取
得
卒
業
率
は
六
七
・
二
％
で
あ
っ
た（
２
）
。
こ
の
卒
業
率
は
、

二
〇
〇
九
年
の
六
六
・
二
％
や
二
〇
一
〇
年
の
六
六
・
四
％

と
比
較
す
る
と
や
や
向
上
し
て
い
る
。

　

二
〇
〇
七
年
入
学
者
の
う
ち
他
州
へ
の
転
校
そ
の
他

を
除
い
た
四
年
次
の
生
徒
数
は
、
オ
レ
ゴ
ン
州
全
体
で

四
万
八
三
一
〇
人
で
、
標
準
高
校
卒
業
資
格
取
得
者
は

三
万
二
四
五
八
人
で
あ
っ
た
。

　

四
年
間
で
卒
業
資
格
を
取
得
で
き
ず
五
年
目
も
学
業
を

継
続
す
る
生
徒
も
お
り
、
二
〇
一
一
年
段
階
で
標
準
高
校

卒
業
資
格
を
取
得
し
た
二
〇
〇
六
年
入
学
者
の
全
体
卒
業

率
は
七
〇
・
五
％
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
二
〇
〇
五
年

入
学
者
の
五
年
目
も
含
め
た
卒
業
率
六
九
・
一
％
よ
り
や

や
向
上
し
て
い
る
。

　

二
〇
〇
七
年
入
学
者
の
四
年
卒
業
率
六
七
・
二
％
の
残

り
三
二
・
八
％
の
う
ち
、
三
九
〇
九
人
（
約
八
・
一（
３
）
）
は

五
年
目
に
留
年
し
学
業
を
継
続
し
て
い
る
。
ま
た
、約
六
・

九
％
は
、
四
年
間
で
な
ん
ら
か
の
代
替
的
高
校
卒
業
資
格

を
得
て
い
る（
４
）
。
し
た
が
っ
て
、
途
中
で
退
学
し
た
り
、

四
年
間
在
学
し
た
も
の
の
卒
業
資
格
を
得
ら
れ
ず
五
年
生

に
も
登
録
せ
ず
、
卒
業
資
格
を
得
な
い
ま
ま
高
校
を
去
っ

た
人
数
は
、
八
六
一
八
人
（
一
七
・
八
）
と
な
る（
５
）
。

　
属
性
別
標
準
高
校
卒
業
資
格
取
得
者

　

州
教
育
省
の
デ
ー
タ
に
は
、
州
全
体
の
単
純
な
統
計
数

値
の
他
に
、
各
学
校
区
、
各
高
校
ご
と
の
在
籍
者
数
、
卒

業
者
数
、
さ
ら
に
は
、
性
別
、
人
種
、
貧
困
層
、
英
語
非

熟
達
者
、特
別
教
育
受
講
者
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
属
性（
こ

れ
ら
の
属
性
に
つ
い
て
も
全
体
の
他
、
各
学
校
区
、
各
高

校
ご
と
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
う
ち
、
州
全
体
の
い
く
つ
か
の
属
性
で
の
標
準
高
校
卒

業
資
格
取
得
状
況
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。
以
下
で
は
、
特

に
断
ら
な
い
限
り
、
卒
業
率
は
、
二
〇
一
一
年
の
標
準
高

校
卒
業
資
格
取
得
者
の
割
合
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
も
っ
と
も
単
純
な
男
女
別
の
違
い
で
は
、
女

性
の
卒
業
率
は
七
一
・
九
％
、
男
性
は
六
二
・
八
％
で
、

一
〇
％
近
い
開
き
が
あ
る
こ
と
に
驚
く
。
ま
た
、
女
性

の
卒
業
率
は
、
二
〇
〇
九
年
（
七
〇
・
〇
）、
二
〇
一
〇

年
（
七
〇
・
八
）、
そ
し
て
二
〇
一
一
年
と
わ
ず
か
ず
つ
で

は
あ
る
が
向
上
し
続
け
て
い
る
の
に
対
し
て
、
男
性
は
、

二
〇
〇
九
年
（
六
二
・
七
）、
二
〇
一
〇
年
（
六
二
・
三
）

と
低
迷
気
味
で
あ
る
。

　

人
種
別
で
は
、
ア
ジ
ア
系
・
太
平
洋
諸
島
系
の
卒
業

率
が
際
立
っ
て
高
く
、
七
六
・
五
％
で
あ
る
。
次
に
高
い

の
は
混
合
人
種
（M

ulti-Ethnic

）
で
、
七
二
・
九
％
あ

る
。
混
合
人
種
の
卒
業
率
は
二
〇
一
〇
年
よ
り
六
％
と

他
の
人
種
分
類
に
は
見
ら
れ
な
い
ほ
ど
向
上
し
て
い
る

が
、
ア
ジ
ア
系
・
太
平
洋
諸
島
系
と
混
合
人
種
の
分
類

は
、
二
〇
一
一
年
卒
業
率
デ
ー
タ
と
二
〇
一
〇
年
卒
業

率
デ
ー
タ
と
で
は
属
性
を
変
更
し
て
い
る
の
で
、
そ
の

影
響
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る（
６
）
。
ち
な
み
に
、
白
人
は

六
九
・
九
％
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
は
五
七
・
四
％
、
黒
人
は

五
一
・
九
％
で
あ
っ
た（
７
）
。

　

属
性
分
類
で
は
、
経
済
的
貧
困
家
庭
層
の
生
徒
た
ち
と

そ
う
で
な
い
家
庭
層
の
生
徒
た
ち
の
差
が
際
立
っ
て
い
る

こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
貧
困
家
庭
層
の
卒
業

率
は
六
一
・
二
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
非
貧
困
家
庭
層
で

は
七
三
・
〇
％
で
あ

り
、
一
二
％
近
い

差
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
英
語
能
力
が

十
分
で
な
い
生
徒

（L
im

ited E
nglish 

Proficient

）
の
卒
業

率
も
五
一
・
六
％
と

低
く
、
そ
う
で
な
い

生
徒
の
六
八
・
七
％

と
は
一
七
％
も
の
開

小学校の中に張られている標語
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き
が
あ
る
。

　

何
を
も
と
に
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
か
は
定
か
で
な
い

が
、「
天
才
」（Talented and G

ifted

）
と
い
う
類
型
も
あ

り
、
こ
の
類
型
の
卒
業
率
は
九
〇
・
三
％
で
、
そ
う
で
な

い
生
徒
の
六
四
・
七
％
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
。「
天

才
」に
分
類
さ
れ
て
い
る
生
徒
は
全
体
の
九
・
七
％
で
あ
る
。

　
地
域
格
差

　

高
校
卒
業
率
に
は
、当
然
な
が
ら
地
域
差
も
存
在
す
る
。

学
校
区
ご
と
に
生
徒
数
の
ば
ら
つ
き
が
あ
る
の
で
、
こ
こ

で
は
比
較
的
生
徒
数
の
多
い
学
校
区
（
五
〇
〇
人
以
上
の

在
籍
者
）
を
対
象
に
し
て
み
よ
う
。
二
〇
一
一
年
度
終
了

時
在
籍
生
徒
数
五
〇
〇
人
以
上
の
学
校
区
は
二
五
あ
る
。

　

そ
の
う
ち
、
卒
業
率
が
最
も
高
い
の
は
レ
カ
ス
ウ
ェ
ゴ

（Lake O
sw

ego

）
学
校
区
で
九
一
・
三
％
で
あ
る
。
上
位

五
位
の
学
校
区
は
、
ウ
エ
ス
ト
リ
ン
・
ウ
イ
ル
ソ
ン
ヴ
ィ

ル（W
est Linn

・W
ilsonville

）学
校
区（
八
九
・
一
）、タ
イ

ガ
ー
ド
・
ト
ゥ
オ
ラ
タ
ン
（Tigard

・Tualatin

）
学
校
区

（
八
二
・
五
）、グ
レ
ー

タ
ー
ア
ル
バ
ニ
ー

（G
reater A

lbany

）

公
立
学
校
区（
七
九
・

四
）、ヒ
ル
ズ
ボ
ロ
ー

（H
illsboro

）
学
校
区

（
七
八
・
二
）で
あ
る
。

上
位
一
〇
位
ま
で

は
、
四
位
の
グ
レ
ー

タ
ー
ア
ル
バ
ニ
ー
公

立
学
校
区
、
九
位
の

ユ
ー
ジ
ー
ン
（Eugene

）
学
校
区
（
七
一
・
二
）
を
除
き
、

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
都
市
圏
の
郊
外
地
域
の
学
校
区
が
並
ぶ
。

　

し
か
し
、
卒
業
率
の
低
い
学
校
区
を
見
る
と
、
最
低

は
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
東
の
郊
外
に
位
置
す
る
レ
イ
ノ

ル
ズ
（R

eynolds

）
学
校
区
（
四
五
・
九
）
で
あ
る
が
、

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
を
管
轄
す
る
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
学
校
区
は

五
八
・
五
％
と
五
〇
〇
人
以
上
の
在
籍
者
が
い
る
学
校
区

で
は
下
か
ら
三
番
目
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
地
域
に
よ
る
格
差
の
原
因
は
、
公
表
さ
れ
た

デ
ー
タ
を
見
る
限
り
何
に
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
卒
業
率

の
低
い
貧
困
層
が
多
い
地
域
は
卒
業
率
も
低
い
と
言
い
た

い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
貧
困
層
の
卒
業
率
自
体
が
地
域
に

よ
っ
て
異
な
る
。
そ
の
ほ
か
の
属
性
に
よ
る
卒
業
率
も
地

域
ご
と
に
異
な
る
。貧
困
層
の
卒
業
率
に
関
し
て
言
え
ば
、

貧
困
層
家
庭
に
属
す
る
生
徒
の
割
合
が
高
く
な
る
ほ
ど
貧

困
層
生
徒
の
卒
業
率
は
下
が
る
。
そ
れ
に
呼
応
す
る
の
か

ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
貧
困
層
生
徒
以
外
の
卒
業
率
も

下
が
る
傾
向
に
あ
る
。
例
え
ば
、
タ
イ
ガ
ー
ド
・
ト
ゥ
オ

ラ
タ
ン
学
校
区
と
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
学
校
区
で
は
「
天
才
」

の
占
め
る
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
七
・
四
％
、
一
四
・
四
％

と
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
異
な
ら
な
い
の
に
、
卒
業
率
は
そ
れ

ぞ
れ
九
六
・
〇
％
、
八
六
・
二
％
と
ほ
ぼ
一
〇
％
の
差
が
つ

い
て
い
る
。

　
連
邦
初
等
中
等
教
育
法

　

オ
レ
ゴ
ン
州
の
六
七
・
二
％
と
い
う
標
準
高
校
卒
業
資

格
取
得
卒
業
率
は
、
も
ち
ろ
ん
決
し
て
高
い
と
は
言
え
な

い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、オ
レ
ゴ
ン
州
の
義
務
教
育
（K

-12

）

の
全
米
ラ
ン
ク
は
あ
る
資
料
に
よ
る
と
五
〇
州
中
四
六
位

と
低
迷
し
て
い
る（
８
）
。
学
歴
社
会
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
高

校
卒
業
資
格
が
な
い
こ
と
は
、
職
業
に
就
く
上
で
大
き
く

不
利
に
な
る
。
国
全
体
で
見
て
も
、
世
界
に
先
駆
け
て
幼

稚
園
年
長
か
ら
高
校
卒
業
ま
で
の
長
い
義
務
教
育
期
間
を

採
用
し
、
教
育
に
よ
る
国
づ
く
り
、
教
育
に
よ
る
他
国
へ

の
優
位
性
を
確
立
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
に
し
て
み
れ
ば
、

ア
ジ
ア
諸
国
な
ど
の
教
育
水
準
が
急
速
に
向
上
し
て
い
る

の
に
対
し
、
自
国
の
大
学
卒
業
者
率
に
向
上
が
見
ら
れ
な

い
こ
と
は
憂
慮
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う（
９
）
。

　

こ
う
し
た
事
態
を
改
善
し
よ
う
と
す
る
政
策
の
画
期
と

な
っ
た
の
が
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
下
の
二
〇
〇
一
年
末
に
、

共
和
党
議
員
ば
か
り
で
な
く
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ケ
ネ
デ
ィ
上

院
議
員（
当
時
）な
ど
も
提
案
者
に
加
わ
り
超
党
派
で
連
邦

議
会
を
通
過
し
、
二
〇
〇
二
年
一
月
に
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領

が
署
名
し
て
発
効
し
た
「
二
〇
〇
一
年
連
邦
初
等
中
等
教

育
法
改
正
法
」（Elem

entary and Secondary Education 
A

ct 2011

、
以
下
、
連
邦
初
等
中
等
教
育
法
一
般
に
つ
い

て
は「ESEA

」と
記
す
。
ま
た
、
特
に
二
〇
〇
一
年
の
改

正
法
に
つ
い
て
言
及
す
る
際
は
「N

C
LB

」
と
記
す
）
で

あ
っ
た
）
（1
（

。
こ
の
改
正
法
の
理
念
は
「
一
人
の
子
ど
も
も

取
り
残
さ
な
い
」（N

o C
hild Left B

ehind

）
と
い
う
宣

言
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
種
・
性
別
・
親
の
所
得
な
ど

に
関
わ
り
な
く
、
一
切
の
落
ち
こ
ぼ
れ
を
な
く
す
こ
と
を

目
指
す
こ
と
に
あ
る
。

　

N
C

LB

は
、
右
記
目
標
達
成
の
た
め
に
、
毎
年
試
験
を

行
い
そ
の
結
果
を
「
年
次
適
正
学
力
到
達
度
」（adequate 

yearly progress: AY
P

）
と
し
て
公
表
す
る
こ
と
、
及
び
、

二
〇
一
四
年
ま
で
に
州
内
す
べ
て
の
児
童
生
徒
が
読
解
力

と
算
数
・
数
学
に
つ
い
て
州
政
府
が
定
め
る
水
準
に
到
達

す
る
こ
と
な
ど
を
州
政
府
や
学
校
区
に
義
務
づ
け
て
い

中学校の建物越しに見えるフッド山
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テ
ィ
ー
ノ
が
達
成
度
を
下
げ
て
い
る
と
い
う
）
（1
（

。

　

ま
た
、
こ
の
法
律
は
、
連
邦
補
助
金
を
交
付
さ
れ
た
学

校
が
、
二
年
以
上
に
わ
た
っ
て
基
準
に
到
達
し
な
い
場
合

に
は
よ
り
達
成
度
の
高
い
学
校
に
子
ど
も
た
ち
を
通
学
さ

せ
る
権
利
を
親
に
与
え
、
三
年
間
基
準
未
達
成
の
場
合
に

は
無
料
で
家
庭
教
師
の
個
人
指
導
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
な
ど
、
日
本
か
ら
み
る
と
う
ら
や
ま
し
い
と
こ
ろ
も

あ
る
も
の
の
、
四
年
以
上
未
達
成
の
場
合
教
育
職
員
の
入

れ
替
え
や
学
校
閉
鎖
な
ど
の
厳
し
い
措
置
を
と
る
こ
と
が

規
定
さ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
達
成
度
が
低
く
な
っ

て
い
る
理
由
を
深
く
追
究
し
な
い
で
、
学
校
や
教
員
に
そ

の
責
任
を
す
べ
て
押
し
つ
け
る
よ
う
な
措
置
で
は
問
題
は

解
決
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
オ
バ
マ
政
権
に
よ
る
緩
和
措
置

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、N

C
LB

の
改
正
に
つ
い

て
は
、
連
邦
議
会
に
四
年
前
か
ら
い
く
つ
か
の
改
正
案
が

提
案
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
惑
か
ら
全
く

進
展
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
業
を
煮
や
し
た
オ
バ
マ
大

統
領
は
、
二
〇
一
一
年
九
月
にN

C
LB

の
規
定
を
州
政

府
が
柔
軟
に
適
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
方
針
を
打
ち
出
し

た
）
（1
（

。
こ
の
中
で
、
オ
バ
マ
大
統
領
は
、
四
分
の
一
の
生

徒
が
高
校
を
卒
業
で
き
ず
、
い
ま
や
学
士
号
を
も
つ
若
者

の
数
は
世
界
で
一
六
番
目
に
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
と
嘆
い

て
い
る
。
今
後
一
〇
年
間
に
増
加
す
る
新
し
い
職
業
の
六

割
は
高
卒
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
資
格
を
必
要
と
し
て
い

る
の
に
、
現
状
の
ま
ま
で
は
こ
れ
に
対
応
で
き
な
い
と
い

う
わ
け
で
あ
る
。

　

オ
バ
マ
政
権
は
、
二
年
前
の
二
〇
一
〇
年
三
月
に
『
教

育
改
革
の
指
針
』(ESEA Blueprint for Reform

)

を
発
表

し
て
い
る
）
（1
（

。
こ
の
指
針
は
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
ア
メ

リ
カ
が
か
つ
て
の
よ
う
に
大
学
教
育
修
了
者
世
界
一
を
達

成
し
、
誰
も
が
高
校
を
卒
業
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

目
標
に
掲
げ
、N

C
LB

の
欠
陥
を
修
正
す
る
よ
う
連
邦
議

会
に
呼
び
か
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
意
気
込
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
邦
議
会
の

動
き
は
膠
着
状
態
を
続
け
、
二
〇
一
一
年
の
一
般
教
書
で

議
会
に
対
しN

C
LB

改
正
を
要
請
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

進
展
が
見
ら
れ
な
い
た
め
、
昨
年
九
月
に
「N

C
LB

柔
軟

化
政
策
」（N

C
LB

〔ESEA

〕Flexibility M
eans

）
を
打

ち
出
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　「
頂
点
を
目
指
す
競
争
」

　

こ
の
柔
軟
化
政
策
で
は
、N

C
LB

が
試
験
偏
重
の
た

め
子
ど
も
た
ち
が
テ
ス
ト
で
良
い
点
を
と
る
た
め
だ
け

の
授
業
（teach-to-the-test

）
を
教
員
が
行
っ
た
り
、
画

一
的
責
任
追
及
制
度
（one-size-fits-all accountability 

system

）
の
も
と
で
自
ら
の
責
任
を
軽
減
し
よ
う
と
し
て

い
く
つ
か
の
州
で
は
達
成
基
準
を
下
げ
て
生
徒
が
点
数
を

取
り
や
す
く
し
た
り
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
）
（1
（

、
こ
う
い
っ
た
事
例
を
な
く
し
、
真
の
教
育
水
準
の

向
上
を
目
指
す
た
め
に
州
独
自
、
学
校
区
独
自
の
取
り
組

み
を
奨
励
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
）
（1
（

。

　

そ
の
た
め
に
導
入
さ
れ
る
新
し
い
概
念
が
、「
二
〇
〇
九

年
ア
メ
リ
カ
再
生
及
び
再
投
資
法
」（A

m
erican R

ecovery 
and R

einvestm
ent A

ct of 2009

）
で
授
権
さ
れ
た
「
頂

点
を
目
指
す
競
争
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
援
用
し
た
「
頂
点
を

目
指
す
競
争
」（R

ace to the Top

）
で
あ
る
）
（（
（

。「
頂
点
を

る
）
（（
（

。
一
見
な
ん
の

問
題
も
な
い
法
律
、

む
し
ろ
理
念
自
体
は

望
ま
し
い
法
律
の
よ

う
に
見
え
る
。

　

し
か
し
、
成
立
か

ら
ほ
ぼ
一
〇
年
が
経

過
し
た
現
在
、
ブ
ッ

シ
ュ
大
統
領
の
国
内

政
策
上
最
大
の
成
果

と
喧
伝
さ
れ
る
こ
の

法
律
へ
の
風
あ
た
り
は
強
い
。
連
邦
政
府
の
州
政
府
な
ど

へ
の
関
与
の
し
す
ぎ
（
中
央
集
権
化
）
と
、
明
ら
か
な
ほ

こ
ろ
び
を
繕
え
な
い
連
邦
議
会
の
無
能
ぶ
り
と
を
あ
ぶ
り

出
す
象
徴
と
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
）
（（
（

。
オ
バ
マ
大
統
領

の
み
な
ら
ず
、
共
和
党
の
大
統
領
候
補
た
ち
も
こ
の
法
を

批
判
し
て
い
る
。
共
和
党
予
備
選
挙
に
出
馬
し
て
い
る
前

ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
州
選
出
上
院
議
員
の
リ
ッ
ク
・
サ
ン

ト
ラ
ム
（R

ick Santorum

）
氏
に
至
っ
て
は
、
こ
の
法
に

賛
成
し
た
こ
と
を
後
悔
し
て
い
る
と
表
明
し
て
い
る
と
い

う
）
（1
（

。

　

と
い
う
の
も
、
こ
の
法
律
は
、
前
記
の
よ
う
に

二
〇
一
四
年
が
期
限
と
な
っ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
州

で
、
多
く
の
学
校
が
連
邦
基
準
を
達
成
す
る
の
が
難
し
い

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
）
（1
（

。
オ
レ
ゴ
ン
州

で
も
昨
年
段
階
で
一
二
〇
〇
の
公
立
学
校
の
半
数
が
基
準

を
達
成
し
て
い
な
い
と
い
う
）
（1
（

。
問
題
な
の
は
、
移
民
や

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
特
別
教
育
を
行
っ
て
い
る
ク
ラ
ス

で
、
あ
る
中
学
校
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
白
人
の
生
徒
は
学

年
の
要
求
水
準
に
達
し
て
い
る
も
の
の
、
低
所
得
層
や
ラ

小学校とスクールバス
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目
指
す
競
争
」
は
、
教
育
効
果
改
善
の
具
体
的
年
間
実

績
目
標
設
定
を
含
む
教
育
水
準
向
上
を
目
指
す
意
欲
的

革
新
的
な
包
括
的
教
育
計
画（com

prehensive plans

）

を
自
ら
作
成
し
、
そ
れ
を
実
施
す
る
州
や
学
校
区
に
競
争

的
連
邦
補
助
金
を
重
点
的
に
配
分
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
包
括
的
教
育
計
画
に
は
、
厳
格
な
大
学
入
学
資
格
及

び
職
業
即
応
資
格
（rigorous college- and career-ready 

standards

）
の
取
得
を
可
能
に
す
る
こ
と
な
ど
が
含
ま
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
補
助
金
交
付
を
受
け
た
各
州
や
学

校
区
は
、
包
括
的
教
育
計
画
の
効
果
的
実
施
、
厳
密
な
評

価
に
基
づ
く
自
ら
設
定
し
た
実
績
目
標
の
達
成
を
要
求
さ

れ
、
実
績
が
目
標
を
満
た
し
た
場
合
に
の
み
、
連
邦
補
助

金
を
継
続
し
て
受
け
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
柔
軟
化
政
策
の
概
要

　
「
頂
点
を
目
指
す
競
争
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
オ
バ

マ
政
権
のN

C
LB

柔
軟
化
政
策
は
、
連
邦
政
府
の
初
等

中
等
教
育
政
策
へ
の
具
体
的
関
与
を
少
な
く
し
、
州
や
学

校
区
の
教
育
政
策
決
定

権
を
強
化
す
る
こ
と
に

よ
り
、
各
州
が
生
徒
の

全
体
的
成
績
向
上
目
標

達
成
に
向
け
た
政
策
競

争
を
行
う
こ
と
に
期
待

す
る
も
の
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。
オ
バ
マ

政
権
の
望
む
方
向
で

のESEA

改
正
が
連
邦

議
会
で
行
わ
れ
る
な
ら

ば
、
連
邦
法
に
基
づ
く
措
置
が
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
法
改
正
が
期
待
で
き
な
い
現
状
で
は
、
具
体
的

に
は
、
も
と
も
とN

C
LB

に
あ
っ
た
州
政
府
へ
の
連
邦

教
育
長
官
に
よ
る
適
用
免
除
（w

aiver

）
を
拡
大
す
る
措

置
が
取
ら
れ
る
）
（（
（

。

　

し
か
し
、
こ
の
適
用
免
除
は
、N
C

LB

で
規
定
さ
れ
て

い
る
学
習
習
熟
度
（proficiency

）
達
成
基
準
を
緩
め
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
な
い
と
い
う
の
が
オ
バ
マ
政
権
の
主

張
で
あ
る
。
オ
バ
マ
大
統
領
に
よ
れ
ば
、「
す
で
に
教
育

改
革
を
進
め
て
い
る
州
、
学
校
区
、
学
校
に
資
す
る
た
め
、

わ
が
政
権
は
、
法
を
柔
軟
に
適
用
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、

変
化
を
実
行
す
る
た
め
の
真
の
責
務
（com

m
itm

ent

）
を

果
た
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
、
州
と
学
校
区
の

責
任
（accountability

）
を
軽
減
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で

は
な
く
、
む
し
ろ
、
わ
が
国
の
学
校
を
改
善
す
る
活
力
を

地
方
段
階
に
解
き
放
つ
こ
と
に
あ
る
）
（1
（

」と
い
う
。
そ
し
て
、

「
こ
の
措
置
は
、
州
政
府
が
そ
の
基
準
を
低
下
さ
せ
た
り
、

責
任
か
ら
逃
れ
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
り
す
る
こ
と
を
意

味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
実
の
と
こ
ろ
、
わ
れ
わ
れ
の
構

想
で
は
、州
政
府
が
も
し
よ
り
柔
軟
な
政
策
を
望
む
な
ら
、

州
が
基
準
を
達
成
す
る
た
め
に
真
剣
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
た
め
、
州
は
現
行
よ
り
高
い
基
準
、
よ
り
正
直
な
基

準
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
（1
（

」
と
い
う
。

　

こ
の
柔
軟
化
政
策
で
は
、
画
一
的
な
テ
ス
ト
結
果
だ
け

で
生
徒
や
学
校
の
習
熟
度
を
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
最

低
水
準
の
学
校
・
生
徒
や
成
績
差
の
極
端
に
大
き
い
学
校

に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
や
生
徒
の
必
要
に
応
じ
た

方
策
を
開
発
す
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
州

政
府
が
、
最
高
の
習
熟
度
を
達
成
し
た
学
校
や
、
生
徒
が

最
も
優
れ
た
進
歩
を
示
し
た
学
校
を
表
彰
す
る
仕
組
み
を

導
入
す
る
こ
と
も
可

能
に
な
る
。
障
碍
学

生
の
必
要
を
満
た
す

た
め
の
連
邦
補
助
金

は
保
護
さ
れ
る
も
の

の
、
州
政
府
、
学
校

区
、
各
学
校
は
、
補

助
金
を
そ
れ
ぞ
れ
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
活

用
す
る
裁
量
幅
も
広

く
な
る
と
い
う
。

　
オ
レ
ゴ
ン
州
知
事
の
提
案

　

オ
バ
マ
政
権
の
柔
軟
化
政
策
発
表
後
、一
一
月
段
階
で
、

コ
ロ
ラ
ド
州
な
ど
一
一
の
州
がN

C
LB

の
適
用
除
外
を

申
請
し
た
と
い
う
）
（1
（

。
オ
レ
ゴ
ン
州
は
、
こ
の
一
一
州
に

含
ま
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、キ
ッ
ツ
ハ
ー
バ
ー
知
事
は
、

早
く
か
ら
オ
バ
マ
政
権
の
提
案
す
るN

C
L
B

適
用
除
外

申
請
を
目
指
す
こ
と
を
表
明
し
て
い
た
）
（1
（

。
先
に
見
た
よ

う
に
、
オ
レ
ゴ
ン
州
も
二
〇
〇
九
～
一
〇
年
で
は
、
多
く

の
学
校
や
学
校
区
がN

C
LB

の
基
準
を
満
た
せ
ず「
落
第
」

（failure

）
と
判
定
さ
れ
て
い
る
）
（1
（

。
二
〇
一
四
年
を
期
限

と
す
るN

C
LB

規
定
の
達
成
は
絶
望
的
と
言
っ
て
よ
い
。

　

こ
の
た
め
知
事
は
、
オ
レ
ゴ
ン
州
独
自
の
包
括
的
計
画

を
定
め
、
二
〇
一
二
年
二
月
二
一
日
に
設
定
さ
れ
て
い
る

連
邦
教
育
省
へ
の
第
二
次
申
請
期
日
ま
で
にN

C
LB

適

用
除
外
申
請
を
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
）
（1
（

。N
C

LB

適
用

除
外
申
請
を
行
う
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
州
独
自
の
包
括

的
教
育
計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

小学校内部。教室は非常時に生徒が逃げやすい
よう平屋で広い校庭に向かってドアがある。

ミドルスクール(中学校)の広いグランド
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知
事
提
案
へ
の
反
応
と
適
用
除
外
申
請

　

キ
ッ
ツ
ハ
ー
バ
ー
知
事
の
提
案
に
対
し
、
今
年
一
月
二

日
の
『
オ
レ
ゴ
ニ
ア
ン
』
紙
社
説
は
、
提
案
は
一
般
公
衆

が
理
解
す
る
の
が
難
し
く
、
脆
弱
な
生
徒
た
ち
を
見
落

と
し
て
し
ま
う
複
雑
な
責
任
追
及
制
度
（accountability 

system

）
を
採
用
す
る
虞
が
あ
る
の
で
、
簡
便
で
使
い
や

す
い
学
校
評
価
の
方
法
と
し
て
、
読
解
力
、
算
数
・
数
学

力
、
卒
業
率
を
単
純
に
測
定
し
て
報
告
し
、
情
報
を
一
般

公
衆
に
公
開
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
）
1（
（

。

　

ま
た
、
一
月
九
日
の
『
オ
レ
ゴ
ニ
ア
ン
』
紙
社
説
は
、

内
容
が
曖
昧
で
あ
る
こ
と
やN

C
LB

の
欠
陥
に
も
関
わ

ら
ず
近
年
の
オ
レ
ゴ
ン
州
生
徒
の
成
績
が
向
上
し
て
き
て

い
る
こ
と
を
理
由
に
、N

C
LB

適
用
除
外
を
求
め
る
の
を

急
ぐ
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
い
た
）
1（
（

。

　

し
か
し
、
一
月
二
七
日
の
社
説
で
は
、
二
年
前
に
オ
レ

ゴ
ン
州
が
申
請
し
た
「
頂
点
を
目
指
す
競
争
」
が
オ
レ
ゴ

ン
州
全
体
の
生
徒
の
成
績
不
良
の
た
め
却
下
さ
れ
た
も
の

の
、
最
近
ア
ー
ン
・
ダ
ン
カ
ン
連
邦
教
育
長
官
が
州
単
位

だ
け
で
は
な
く
、
州
全
体
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
な
い
州

内
で
あ
っ
て
も
優
れ
た
実
績
を
示
す
学
校
区
に
は
「
頂
点

を
目
指
す
競
争
」
資
金
を
提
供
す
る
と
表
明
し
た
こ
と
を

受
け
て
、
オ
レ
ゴ
ン
州
に
も
希
望
が
わ
い
て
き
た
と
論

じ
）
11
（

、
さ
ら
に
、
一
月
二
九
日
の
社
説
で
は
、
州
議
会
が

知
事
の
提
案
を
承
認
し
）
11
（

、
と
も
か
く
新
し
い
改
革
を
行

う
べ
き
だ
と
論
調
を
変
え
た
）
11
（

。

　

結
局
オ
レ
ゴ
ン
州
は
、
二
〇
一
二
年
一
月
二
三
日
、

N
C

LB

の
適
用
除
外
を
連
邦
教
育
省
に
申
請
し
た
）
11
（

。
連

邦
教
育
省
は
、
三
月
頃
ま
で
に
申
請
を
認
可
す
る
か
ど
う

か
を
決
定
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
改
革
に
よ

り
オ
レ
ゴ
ン
州
の
初
等
中
等
教
育
が
改
善
さ
れ
、
大
学
卒

業
率
の
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

＜

さ
と
う　

か
つ
ひ
ろ
・
北
海
学
園
大
学
教
授
／
当
研
究
所
理
事
長＞

【
註
】

(

１)　

The State of O
regon D

epartm
ent of Education, 2010-

11 Four-year C
ohort G

raduation Rate, Jan. 27, 2012. 

以
下
の
卒
業
率
は
、
こ
の
表
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
数
値
、

及
び
、
こ
の
表
の
数
値
を
筆
者
が
加
工
し
て
得
ら
れ
た
数

値
で
あ
る
。

(

２)　

ア
メ
リ
カ
の
初
等
中
等
教
育
学
校
は
、
一
般
に
九
月
に

学
年
を
開
始
し
、
六
月
に
終
了
す
る
。
ア
メ
リ
カ
の
義
務

教
育
は
「K

-12

」
と
略
さ
れ
る
よ
う
に
、
Ｋ
（
日
本
の

幼
稚
園
年
長
組
に
相
当
す
る
キ
ン
ダ
ー
ガ
ー
テ
ン
）
か
ら

日
本
の
高
校
三
年
生
に
相
当
す
る
一
二
年
生
ま
で
で
あ

る
。
オ
レ
ゴ
ン
州
の
公
立
学
校
の
ほ
と
ん
ど
は
、
小
学
校

は
Ｋ
か
ら
五
年
生
ま
で
、
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
と
呼
ば
れ
る

中
学
校
が
六
年
生
か
ら
八
年
生
ま
で
、
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

（
高
校
）
は
九
年
生
か
ら
一
二
年
生
ま
で
の
四
年
間
で
学

年
区
分
が
な
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
一
部
の
小
学
校
で

は
、
ヘ
ッ
ド
・
ス
タ
ー
ト
（H

ead Start

）
と
呼
ば
れ
る

修
学
前
教
育
も
行
わ
れ
て
い
る
。
居
住
地
を
管
轄
す
る
学

校
区
の
公
立
高
校
に
は
、
中
学
校
卒
業
後
自
動
的
に
入
学

で
き
る
。
し
か
し
、
卒
業
す
る
に
は
一
定
の
単
位
を
修
得

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
卒
業
率
に
は
、
成
人
後
の

再
入
学
に
よ
る
高
校
卒
業
資
格
取
得
者
、
代
替
的
資
格
取

得
者
（
後
述
註(

４)

参
照
）
な
ど
は
入
っ
て
お
ら
ず
、
標

準
的
高
校
在
学
年
齢
の
生
徒
の
標
準
高
校
卒
業
資
格
を
取

得
し
た
生
徒
の
割
合
で
あ
る
。

(

３)　

以
下
、
単
位
の
付
か
な
い
カ
ッ
コ
内
数
値
は
い
ず
れ
も

パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
。

(

４)　

標
準
高
校
卒
業
資
格
以
外
の
代
替
的
卒
業
資
格
と
し

て
は
、
成
人
高
校
卒
業
資
格
（A

dult H
S D

iplom
a

）
や

G
ED

（
高
校
卒
業
資
格
試
験
）、
及
び
、
オ
レ
ゴ
ン
州
法

で
定
め
ら
れ
て
い
る
代
替
高
校
卒
業
資
格
（M

odified 
D

iplom
a

、E
xtended D

iplom
a

、A
lternative 

　

構
想
さ
れ
て
い
る
知
事
の
包
括
的
教
育
計
画
は
概
ね
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
）
（1
（

。
す
な
わ
ち
、
読
解
・
数
学
に

つ
い
て
オ
レ
ゴ
ン
州
の
採
用
す
る
全
国
基
準
を
満
た
す
こ

と
、「
達
成
契
約
」（achievem

ent com
pacts

）
と
呼
ば

れ
る
教
育
目
標
と
生
徒
の
成
果
目
標
を
設
定
し
た
契
約
を

す
べ
て
の
学
校
区
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
な
ど
と
州

政
府
が
結
ぶ
こ
と
、
州
の
評
価
テ
ス
ト
結
果
だ
け
に
頼
る

の
で
は
な
く
個
々
の
生
徒
の
年
間
の
進
歩
を
評
価
す
る
こ

と
（
新
し
いO

regon R
eport C

ard

の
導
入
）、
歴
史
的

に
到
達
度
の
低
い
集
団
と
白
人
と
の
達
成
度
の
差
を
縮
め

る
こ
と
に
重
点
を
置
く
こ
と
、
生
徒
の
成
績
到
達
度
が
低

い
学
校
へ
の
連
邦
政
府
の
罰
則
を
排
除
し
て
生
徒
の
要
求

に
見
合
っ
た
成
果
を
上
げ
た
学
校
を
支
援
す
る
こ
と
、

二
〇
一
二
年
六
月
ま
で
に
州
全
体
の
教
員
事
務
職
員
評
価

シ
ス
テ
ム
を
作
成
す
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

　

具
体
的
数
値
目
標
と
し
て
知
事
は
、「
四
〇
―
四
〇
―

二
〇
」
を
掲
げ
て
い
る
）
11
（

。
こ
れ
は
、
来
年
二
〇
一
三
年

に
小
学
校
に
入
学
す
る
Ｋ
（
日
本
の
幼
稚
園
年
長
）
の
子

ど
も
た
ち
が
高
校
を
卒
業
す
る
二
〇
二
五
年
ま
で
に
、
同

世
代
の
一
〇
〇
％
が
高
校
卒
業
資
格
を
得
る
こ
と
、
そ

の
う
ち
八
〇
％
以
上
が
高
校
卒
業
後
二
年
間
の
高
等
教

育
を
受
け
準
学
士
以
上
の
資
格
を
得
る
こ
と
、
同
世
代
の

四
〇
％
以
上
が
学
士
（
大
学
卒
業
資
格
）
ま
た
は
そ
れ
以

上
の
学
位
を
得
る
こ
と
、
を
目
標
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
知
事
は
、
小
学
校
入
学
前
か
ら
の
教
育
の
重

要
性
を
強
調
し
、
揺
り
か
ご
か
ら
大
学
卒
業
ま
で
の
一
貫

し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。
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C
ertificate

）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
オ
レ
ゴ
ン
州
教
育

省
資
料
で
は
「other com

pleters

」
に
分
類
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、M

odified D
iplom

a

、Extended D
iplom

a

、

A
lternative C

ertificate

は
、
二
〇
〇
七
年
州
議
会
に
よ
り

立
法
化
（H

B
2848

）
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、The State of O

regon D
epartm

ent of Education, 
The O

regon M
odified D

iplom
a: Frequently Asked 

Q
uestions (FAQ

), June 2010

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

５)　

一
月
二
七
日
付
『
オ
レ
ゴ
ニ
ア
ン
』
紙
も
こ
の
デ
ー
タ

を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
で
は
、
「
一
万
一
〇
〇
〇

人
以
上
の
若
者
が
二
〇
一
一
年
に
卒
業
資
格
を
得
ず
に

落
第
し
た
（dropped out
）
」
と
紹
介
し
て
い
る
が
、

お
そ
ら
く
代
替
的
卒
業
資
格
を
取
得
し
て
高
校
を
修
了

し
た
生
徒
数
を
数
え
間
違
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
州

教
育
省
資
料
を
集
計
す
る
と
、
本
文
に
記
載
し
た
数
値

に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
記
事
の
標
題
「
三
分
の
一
」

（one-third

）
も
誇
張
し
た
表
現
と
言
え
よ
う
。B

etsy 
H

am
m

ond, "In high school class of 2011, one-third left 
w

ithout diplom
a," The O

regonian, Jan. 27, 2012, A
1 

&
 A

9. 

参
照
。
ま
た
、「dropout

」
も
オ
レ
ゴ
ン
州
教
育
省

統
計
で
は
単
に
卒
業
資
格
を
得
な
い
で
高
校
を
去
っ
た
人

を
さ
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
（The State of O

regon 
D

epartm
ent of Education, 2010-11 G

raduation and 
D

ropout Report, Jan. 27, 2012.

参
照
）。
こ
の
統
計
に
よ

る
と
、
オ
レ
ゴ
ン
州
全
体
の
「dropout

」
の
割
合
は
、

三
・
二
五
％
で
あ
る
。

(

６)　

二
〇
一
〇
年
デ
ー
タ
で
は
、「
ア
ジ
ア
系
・
太
平
洋
諸

島
系
」
は
、〈
ア
ジ
ア
系
及
び
も
し
く
は
太
平
洋
諸
島

系
〉
を
含
ん
で
い
た
。
二
〇
一
一
年
デ
ー
タ
で
は
、
こ
の

分
類
を
変
更
し
、「
ア
ジ
ア
系
・
太
平
洋
諸
島
系
」
に
含

ま
れ
る
の
は
、〈
ア
ジ
ア
系
も
し
く
は
太
平
洋
諸
島
系
〉

に
限
定
さ
れ
、〈
ア
ジ
ア
系
〉
と
〈
太
平
洋
諸
島
系
〉
の

両
方
だ
と
申
告
し
た
生
徒
に
つ
い
て
は
「
混
合
人
種
」

に
分
類
し
直
さ
れ
た
。
な
お
、
太
平
洋
諸
島
（Pacific 

Islands

）
は
、
か
つ
て
米
国
の
信
託
統
治
領
で
西
太
平
洋

に
あ
る
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
諸
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
マ
リ

ア
ナ
諸
島
な
ど
約
二
〇
〇
〇
以
上
の
島
嶼
部
を
さ
す
。

(

７)　

「
黒
人
」
と
い
う
言
い
方
に
違
和
感
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
八
〇
年
代
以
降
ア
フ
リ
カ
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
と

い
う
呼
称
が
定
着
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
呼
称
に

も
若
い
黒
人
世
代
は
違
和
感
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
。

自
分
た
ち
は
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
っ
て
、
ア
フ
リ
カ
に
は

何
の
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。「
今
わ

れ
わ
れ
が
ア
フ
リ
カ
に
行
っ
た
ら
陸
に
上
が
っ
た
魚
の

よ
う
に
な
る
」
と
い
う
人
も
い
る
。Jesse W

ashington 
(The A

sscociated Press), "A
frican A

m
erican or black? 

A
 debate," The O

regonian, Feb. 5, 2012. 

な
お
、
統
計

書
に
は
「black

」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

(

８)　

キ
ッ
ツ
ハ
ー
バ
ー
知
事
の
二
〇
一
二
年
施
政
方
針
演

説
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。John K

itzhaber, State of the 
State Adress, Jan. 13, 2012.

(

９)　

一
月
二
四
日
に
行
わ
れ
た
オ
バ
マ
大
統
領
の
一
般
教
書

演
説
で
も
、
授
業
料
引
き
下
げ
な
ど
大
学
教
育
へ
の
連
邦

政
府
の
て
こ
入
れ
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
記
憶
に
新

し
い
。

(

（1)　

ESEA

は
、
一
九
六
五
年
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
下
で
成

立
し
て
い
る
。
当
初
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
藤
本

典
裕
「
初
等
中
等
教
育
法
成
立
過
程
の
研
究
―
ア
メ
リ

カ
連
邦
政
府
教
育
補
助
金
の
教
育
的
意
義
―
」
『
東
京

大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
25
号
、
一
九
八
五
年
、
を
参

照
さ
れ
た
い
。
こ
の
法
律
は
し
ば
し
ば
改
正
や
再
承
認

（reauthorization

）
が
な
さ
れ
て
き
た
。
改
正
経
緯
に

つ
い
て
は
、
長
嶺
宏
作
「
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
制
度
構
造
下

に
お
け
るESEA

に
よ
る
補
助
金
の
意
義
─1965

年
の
初

等
中
等
教
育
法
の
成
立
過
程
の
考
察
を
中
心
と
し
て
─
」

『
教
育
学
雑
誌
』
第
42
号
、
二
〇
〇
七
年
、
を
参
照
。

二
〇
〇
一
年
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
土
屋
恵
司
「2001

年

初
等
中
等
教
育
改
正
法
（N

C
LB

法
）
の
施
行
状
況
と
問

題
点
」『
外
国
の
立
法
』227

、
二
〇
〇
六
年
、
が
詳
し
い
。

(

（（)　

教
育
に
関
す
る
管
轄
権
は
州
政
府
に
あ
る
た
め
、
連
邦

憲
法
上
、
連
邦
政
府
の
で
き
る
こ
と
は
一
定
の
基
準
を
満

た
し
た
場
合
に
補
助
金
を
出
す
こ
と
に
限
定
さ
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
連
邦
補
助
金
を
求
め
な
け
れ
ば
法
律
基
準
の

適
用
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、N

C
LB

は
ア

カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
側
面
か
ら
補
助
金
裏
付
け
の
な
い

義
務
を
州
に
課
し
た
と
言
え
、
そ
の
こ
と
も
論
争
の
一
つ

と
な
っ
て
い
る
。
土
屋
恵
司
、前
掲
、一
三
二
頁
参
照
。

(

（（)　

K
im

berly H
efling

（T
he A

ssociated Press
）, 

"E
ducation overhaul left behind," The Sunday 

O
regonian, Jan. 8, 2012, A

3.
(

（1)　

ibid.
(

（1)　

連
邦
教
育
長
官
ア
ー
ン
・
ダ
ン
カ
ン
（A

rne D
uncan

）

は
、
二
〇
一
一
年
三
月
、
全
国
の
一
〇
万
校
の
公
立
学

校
の
う
ち
八
万
校
以
上
が
、N

C
L

B

の
基
準
を
達
成
し

な
い
だ
ろ
う
と
連
邦
下
院
教
育
委
員
会
で
報
告
し
た
。

Sam
 D

illon, "M
ost Public Schools M

ay M
iss Targets, 

Education Secretary Says," The N
ew

 York Tim
es, M

ar. 
9, 2011. 

し
か
し
、
こ
の
八
二
％
と
い
う
予
測
数
値
は
、

前
年
度
の
三
七
％
と
は
か
け
離
れ
て
い
た
た
め
、
発
表
当

時
か
ら
懐
疑
的
に
見
ら
れ
て
い
た
。
最
近
の
報
道
に
よ
る

と
、
オ
バ
マ
政
権
の
教
育
政
策
の
ほ
と
ん
ど
を
支
持
す

る
民
主
党
法
律
家
に
率
い
ら
れ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
の
調
査

団
体
「
教
育
政
策
セ
ン
タ
ー
」
（C

enter on Education 
Policy

）
が
、
そ
の
後
発
表
さ
れ
た
各
州
の
実
際
の
デ
ー

タ
に
基
づ
き
集
計
し
た
資
料
で
は
、
基
準
を
満
た
さ
な
い

公
立
学
校
は
約
四
八
％
で
あ
る
と
い
う
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
は
ま
だ
デ
ー
タ
を
発
表
し
て
い
な
い
）
。
相
違
を
指
摘

さ
れ
た
ア
ー
ン
・
ダ
ン
カ
ン
教
育
長
官
は
「
落
第
の
烙
印

を
間
違
っ
て
押
さ
れ
た
学
校
が
五
〇
％
だ
ろ
う
が
八
〇
％

　
　

だ
ろ
う
が
、
た
と
え
一
〇
〇
％
で
あ
っ
て
も
、N

C
LB

が

崩
壊
し
て
い
る
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
」
と
開
き

直
っ
た
と
い
う
。
前
年
度
の
三
七
％
が
約
四
八
％
に
上
昇

し
た
こ
と
は
問
題
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
極

　
　

端
に
ず
れ
た
予
想
を
し
た
こ
と
に
は
政
治
的
な
意
図
が
あ
っ

　
　

た
の
で
は
な
い
か
と
非
難
さ
れ
て
い
る
。Sam

 D
illon, 

"Failure R
ate of Schools O

verstated, Study Says," The 
N

ew
 York Tim

es, D
ec. 15, 2011.

(

（1)　

Editorial B
oard, "Falling short in m

ath and reading," 
The O

regonian: O
regonLive.com

., A
ug. 04, 2011. 

(

（1)　

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
の
南
東
部
の
あ
る
中
学
校
は
、
二
〇

　
　

一
〇
年
～
一
一
年
年
度
に
四
二
％
の
生
徒
が
州
の
数
学
テ

ス
ト
の
基
準
を
満
た
さ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ラ
テ
ィ
ー

ノ
の
生
徒
に
つ
い
て
み
る
と
六
七
％
が
基
準
を
満
た
し
て

お
ら
ず
、
貧
困
層
家
庭
生
徒
の
六
三
％
が
基
準
を
満
た
し

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。B

etsy H
am

m
ond, "Portland's  

H
osford, Vestal schools m

ust inform
 fam

ilies their 
children can attend other schools," The O

regonian: 
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O
regonLive.com

., A
ug. 05, 2011.

(
（1)　

The W
hite H

ouse, O
ffice of the Press Secretary, 

Rem
arks by the President on N

o C
hild Left Behind 

Flexibility, Sep. 23, 2011. 

こ
れ
に
関
す
る
報
道
は
、
例

え
ば
、C

harles Pope, "O
bam

a offers plan to im
prove 

schools, bypass gridlocked C
ongress," The O
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〇
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〇
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〇
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〇
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引
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さ
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※
脱
稿
後
の
二
月
九
日
、註
（
（1
）
の
一
一
州
の
う
ち
ニ
ュ
ー

　

メ
キ
シ
コ
州
一
州
を
除
い
て
連
邦
教
育
省
が
適
用
除
外
を

　

認
可
し
た
な
ど
の
進
展
が
み
ら
れ
る
。
オ
レ
ゴ
ン
州
及
び

　

ア
メ
リ
カ
の
教
育
改
革
は
進
行
中
で
あ
り
、
執
筆
時
点
以

　

降
の
変
化
に
つ
い
て
は
他
日
の
紹
介
を
期
し
た
い
。


